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 令和６年度の予算規模  

※ ⼀般会計のうち、みどり保全創造事業費会計繰出⾦を除きます。 

・ 項⽬ごとに四捨五⼊しているため、合計が⼀致しない場合があります。 

 
Ｐ５「Ⅲ 令和６年度みどり環境局における主な事業」の留意事項 
・新規事業(◎)：事業の新設や新たな取組の開始など、新たな要素を含むもの(事業の⼀部であるものも含む) 
・拡充事業(☆)：実施個所数の増や単価の引き上げなど、事業を拡充するもの(事業の⼀部であるものも含む) 
・事業費は、１万円未満を四捨五⼊して記載しています。 
・事業費の後ろには、前年度の事業費を括弧書きで⽰しています。  
・前年度事業費の後ろには、P18 以降の「Ⅳ 各会計別予算」における掲載ページを⽰しています。 
・⼀般会計以外のみどり保全創造事業費会計を含めて記載しています。 
・紹介する事業には、複数事業の組み合わせや事業の⼀部で構成されているものもあるため、事業費や事業名

が、P18 以降の「Ⅳ 各会計別予算」とは⼀致しない場合があります。 

区     分 令和６年度 令和５年度 増△減額 増減率 

⼀ 般 会 計 372 億 48 万円 363 億 8,167 万円 8 億 1,881 万円  2.3%  

 ９款 み ど り 環 境 費 336 億 41 万円  325 億 3,289 万円    10 億 6,752 万円 3.3%  
19 款 諸 ⽀ 出 ⾦ 36 億 6 万円 38 億 4,877 万円  △2 億 4,871 万円  △6.5%  

み ど り 保 全 創 造 
事 業 費 会 計 108 億 5,941 万円 125 億 7,369 万円 △17 億 1,428 万円  △13.6%  

 

純    計※ 444 億 5,982 万円 451 億 658 万円  △6 億 4,676 万円  △1.4% 
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Ⅰ 令和６年度みどり環境局運営方針 

１ 基本目標   

 
 
 

２ 目標達成に向けた考え方   

横浜市中期計画の基本戦略「⼦育てしたいまち次世代を共に育むまちヨコハマ」を⾒据え、み
どり環境局が持つあらゆる資源・資産を最⼤限に⽣かし、環境課題やみどりを⽣かしたまちづく
りに対して新たな体制で専⾨性を⽣かしながら環境⾏政を推進していきます。 
• 花・緑・農・⽔を⽣かしたまちの魅⼒や賑わいの創出、「公園のまち ヨコハマ」の推進によ

る⼦育て世帯のゆとりある暮らしの実現を⽬指すとともに、環境⾏政の推進による安⼼で豊
かな暮らしを⽀えていきます。 

• GREEN×EXPO 2027 に向け、市⺠の皆様や公園愛護会、事業者等の皆様との連携を⼀層深
めながら機運醸成につながる取組を加速度的に進めます。 

• 新たに策定したみどりアップ計画や都市農業推進プラン、環境管理計画など、環境⾏政の主
要な計画を踏まえるとともに、「気候変動対策」と「⽣物多様性の保全」の視点を取り⼊れ、
事業を推進します。 

• デジタル技術の活⽤や公⺠連携等により市⺠⽬線のサービスの向上と業務の⼀層の効率化を
図るとともに、データに基づいた企画⽴案や創造・転換による財源創出を推進します。あわ
せて、横浜市中⼩企業振興基本条例を踏まえ、市内経済を⽀える公園等の公共事業を着実に
進めます。 

３ 目標達成に向けた施策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 各事業内容については、５ページ以降の「Ⅲ 令和６年度みどり環境局における主な事業」に記載しています。 

①  環 境 ⾏ 政 の 基 盤 と な る 取 組  
②  ⽣ 物 多 様 性 の 保 全 に 向 け た 取 組  
③  多 様 な 主 体 と 連 携 し た 環 境 政 策 の 推 進  

総合環境政策 

④  市 ⺠ と と も に 次 世 代 に つ な ぐ 森 を 育 む 取 組  
⑤  市 ⺠ が 実 感 で き る 緑 や 花 を つ く る 取 組  
⑥  「 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 」 広 報  
⑦  ガ ー デ ン ネ ッ ク レ ス 横 浜 の 取 組  

みどり 

⑧  公 園 の 維 持 管 理 ・ 運 営 、 整 備  
⑨  動 物 園 等 の 管 理 運 営  公 園 

⑩  持 続 で き る 都 市 農 業 の 推 進  
⑪  市 ⺠ が ⾝ 近 に 農 を 感 じ る 場 を つ く る 取 組  農 業  

⑫  ⼤ 規 模 事 業 に お け る 環 境 負 荷 の 低 減  
⑬  良 好 な ⼤ 気 ・ ⾳ ・ ⽔ ・ ⼟ 壌 環 境 の 確 保  
⑭  ⾝ 近 な ⽣ 活 環 境 の 保 全  

環境保全  

“豊かな水・緑環境”“快適な生活環境”を未来へ 
～まちの魅力や地域の活力を高め、誰もが心地よく暮らせるまちづくりを進めます～ 
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４ 目標達成に向けた組織運営 

豊かな⽔・緑環境、快適な⽣活環境を未来へつなぐため、「市⺠⽬線」「スピード感」「全体最適」
を重視し、みどり環境局各所属職員、みどり環境施策に従事する⼟⽊事務所職員⼀丸となって施
策に取り組みます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

５ 各区土木事務所との取組 

市⺠の皆様が安全に、また安⼼して暮らしていただくため、⾝近な公園の管理等を各区⼟⽊
事務所と⼀体となって取り組みます。 

①タブレット端末活用による現場業務のオンライン・ペーパーレス化 

②公園の日常的な維持管理 

③公園再整備、施設改良 

④地域に根差した特色ある公園づくり 

⑤公園愛護会の活動支援 
⑥街路樹の育成・維持管理 

 
  ※取組内容については、12 ページのコラムに記載しています。 

 

・多様な意⾒や、新たなチャレンジが⽣まれやすい、⼼理的安全性が⾼い組織⾵⼟を⽬指しま
す。 

・先を⾒据えて考え、主体的に⾏動する姿勢（プロアクティブな姿勢）で施策に取り組みます。 

・職位や年齢、性別、経験等にかかわらず、互いに多様性を尊重し、強みを⽣かすことのできる
環境をつくります。 

全ての職員が意欲と能力を発揮できる組織づくり 

・限られた資源の中で多様化・複雑化する課題に対応し、市⺠の皆様の満⾜度を⾼めていくため
に、市⺠、地域、企業、団体等、様々な主体との協働や共創を推進します。 

・時代の変化や複雑化する社会のニーズ、厳しい財政状況の中でも、常に業務の点検や改善を⾏
い、使命感とスピード感をもって適正・適切に業務を遂⾏します。 

・これまでの施策により蓄積されたデータを活⽤し、必要かつ効果的な政策を実施します。 

・⼯事安全管理に関する研修を継続的に⾏い、職員の安全管理の意識向上を推進します。 

信頼と責任のある業務遂行と協働・共創の推進 

・全ての職員がいきいきと働き、意欲と能⼒を最⼤限発揮できる職場環境づくりを進めるため、
DX を取り⼊れた業務の効率化やテレワークやフレックスタイム制度の活⽤等により、ワーク
ライフバランスを推進します。 

新しいワークスタイルの推進 
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Ⅱ 令和６年度みどり環境局事業の主なポイント 

（１）未来へつなぐ豊かな環境 

多様な恵みをもたらす花・緑・農・⽔を⽣かすとともに、「公園のまち ヨコハマ」として、
横浜の魅⼒をさらに⾼め、GREEN×EXPO 2027 の成功や、⾃然共⽣による豊かな暮らしにつ
なげます。 

ア 花やみどりを生かした都市の魅力づくり 

・「ガーデンシティ横浜※」のリーディングプロジェクトである「ガー
デンネックレス横浜」による都⼼臨海部等の花と緑の取組を推進 

イ 公園のまち ヨコハマ 

・公園愛護会にロゴ⼊りの活動⽀援物品を配布するなど、GREEN×
EXPO 2027 に向けた機運醸成を推進 

・受動喫煙の健康被害をなくし、⼦育てしやすい環境づくりのため、
市内公園の受動喫煙対策を検討 

・⼦どもの居場所としての魅⼒のさらなる向上に向け、こどもログハ
ウスの⻑寿命化⼯事や空調設備⼯事などの機能強化等を推進 

ウ 野毛山動物園リニューアル 

・野⽑⼭動物園のリニューアルを進め、⼦どもたちや観光客などター
ゲットに合わせた施設を充実 

エ 農のあるまちづくり 

・農的資源を⽣かした魅⼒的な農のあるまちづくりを⽬指し、特徴あ
る地区を設定し、⼈の交流やまちの活性化を図る農業振興策の策定
を推進 

オ 生物多様性の保全と利活用の推進 

・⽣物多様性国際ユース会議の開催等を通じて、環境先進都市横浜を
国内外へ発信するとともに、⽣物多様性の恵みを実感できるまちづ
くりを推進 

 ※市⺠・企業等の様々な主体が連携し、横浜らしい花・緑・農・⽔のある豊かな⾃然環境を更に創出し、潤いや安らぎを感
じられる横浜を次世代に引き継ぎ、魅⼒ある横浜へと発展させていく⽬指す都市の姿 

 
（２）横浜みどりアップ計画の推進 

市⺠⽣活の⾝近な場所にある樹林地や農地などの多様な緑を次世代に引き継ぐため、これま
での取組の成果などを踏まえ、「横浜みどり税」を財源の⼀部に活⽤した「横浜みどりアップ計
画［2024-2028］」を推進します。 

・緑地保全制度で指定した⺠有樹林地の維持管理負担を軽減する⽀援 
 を拡充 
・市⺠が森に親しみ、楽しむことができる多様な活⽤を推進 
・都⼼部から郊外部まで、農とふれあう機会の全市的な展開を推進 
・地域が主体となった地域緑のまちづくりをはじめ、緑や花の取組を

推進 
・取組の内容や実績について、市⺠の皆様の理解を広げる広報を推進 

 

寺家ふるさと村 

山下公園 

野毛山動物園 
リニューアルロゴ 

市民への 
生物多様性普及啓発研修 
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（３）活力ある都市農業の推進 
農地が持つ多⾯的機能の発揮と都市農業の活性化に向け、関連する多様な主体と連携して、

持続できる都市農業の推進、市⺠と農との関わりを深める取組を進めます。 

ア 持続できる都市農業の推進 

・⽣産基盤の整備や、ICT を活⽤したスマート農業技術導⼊等を⽀援 
・北部下⽔道センター内の農業⽤ハウスにおいて、スマート農業機器

を活⽤した農産物の栽培管理等を実施 
イ 市民が身近に農を感じる場を作る 
・⼦どもたちが農体験を⾏う「環境学習農園」など様々な農園の開設

を⽀援 
・「横浜農場」のプロモーションによる地産地消等の推進 
ウ 旧上瀬谷通信施設の跡地利用の推進 
・旧上瀬⾕通信施設地区において、企業・⼤学等との連携や ICT 等の

活⽤による⾼収益化を⽬指した試験栽培等を実施 

（４）良好な環境の保全  

市⺠⽣活や事業活動の基盤となる良好な環境を守るため、市⺠、事業者、他の⾃治体等と共
に、環境への負荷の低減を図る取組等を進めます。 

・⼤気・⽔環境の常時監視や測定の実施・公表 
・環境法令等に基づく届出審査、事業所への⽴⼊調査、排ガス・排⽔   
  等の採取・分析及び規制指導 
・市⺠から寄せられる騒⾳・悪臭等の相談対応 
・環境保全プロモーションの推進、アスベスト⾶散防⽌等に関する啓発 
・事業者⾃らが⾏う環境影響評価に関する技術的指導及び事務⼿続き 

の実施を通じた環境影響評価制度の適切な運⽤ 
・環境⾏政の基盤となる総合的かつ科学的な調査研究等 

（５）安全・安心な市民生活の実現 

地球温暖化や集中豪⾬等の気候変動や地震等の災害への対策に資する都市づくりを進めます。 
・下⽔道事業とも連携した公園へのグリーンインフラの導⼊等による

浸⽔対策の強化 
・災害時の避難場所等にもなる公園の整備等の推進 
・即時避難指⽰対象区域に含まれる公園緑地のがけ地等で安全対策を

推進 

（６）暮らしを支える公園 

市⺠⽣活の安全や横浜の経済活動を⽀える公園について、期待される様々な役割を⾼め、地
域で⻑く愛される公園となるよう、計画的な維持管理や整備に取り組みます。 

・遊具等の施設点検や維持補修を実施し、施設の⻑寿命化を推進 
・⽼朽化した公園施設の計画的な再整備と施設改良を実施  

遊具等の施設点検 

東京湾環境一斉調査 

公園におけるグリーンインフラ 
（ささぶねのみち） 

旧上瀬谷通信施設地区における 
イチゴの試験栽培 

家族で楽しむ収穫体験の様子 

環境影響評価制度対象事業の現地視察 
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Ⅲ 令和６年度みどり環境局における主な事業 

■総合環境政策 
環境管理計画及び環境に関連する計画を総合的に推進します。また、脱炭素や生物多様性の保全に向けた

取組、さらに、多様な主体と連携した環境政策・研究を進めます。 

１ 環境行政の基盤となる取組  

(1) 環境政策の総合調整                       ２,７０１万円 （2,４７６万円） [P２５] 

横浜市環境管理計画、横浜市⽔と緑の基本計画、横浜みどりアップ計画を総合的に推進します。取
組の推進状況は、環境に関する市⺠意識調査の結果等を⽣かして報告書としてとりまとめ、環境創造
審議会等での調査・審議を経て、公表します。また、世界や国の潮流を踏まえ、新たな横浜市環境管
理計画の策定を進めます。 

(2) 地籍調査         6,291 万円〈8,５１１万円〉※１ （５,９３７万円）※２ [P２４] 

⼟地境界のトラブル防⽌や⼟地取引の円滑化、災害復旧の迅速化などのため、地籍調査を実施しま
す。令和６年度は、⾦沢区泥⻲地区ほかにおいて、調査を実施します。 

また、過年度成果の電⼦化を進め、⼀部を地籍調査成果窓⼝閲覧システムで閲覧に供します。 
 

２ 生物多様性の保全に向けた取組 

(1) ◎生物多様性の普及啓発・調査               ３,１９０万円 （1,６１３万円） [P２５、２６]  

市内の多様な⾃然環境を⽣かしながら、市⺠・企業等と連携し、環境教育出前講座の実施や⾃然体
験の場の提供を進めるほか、市⺠団体・企業・学校等の表彰により、環境活動を⽀援するなど、⽣物
多様性への理解や環境⾏動の促進のための普及啓発を実施します。 

また、市域の⽣物相を把握するため、継続的な⽣き物調査を⾏います。 
さらに、国際機関等とともに⽣物多様性国際ユース会議を開催し、環境先進都市として、⽣物多様

性地域戦略を推進します。 

３ 多様な主体と連携した環境政策の推進 

(１) グリーンインフラを活用したまちづくり    １億５,８１７万円 （１億８,１９２万円） [P３３、３４] 

公園の新設・再整備などに合わせてグリーンインフラを導⼊し、貯留浸透などの⾃然が持つ多様な
機能を活⽤した浸⽔対策の強化や良好な⽔循環の再⽣を図ることで⽔・緑豊かな都市環境の創出と安
全・安⼼なまちづくりを推進します。 

環境にやさしいライフスタイルの推進                ４４４万円 （56４万円） [P２５] 

市⺠が環境に関⼼を持ち、環境にやさしい⾏動を継続して実践していただけるよう、市⺠参加型の
「エシカル消費キャンペーン」、⼩学⽣が家庭・地域での環境⾏動に取り組む「こども『エコ活。』⼤
作戦！」、⼩中学⽣が環境に関して学んだことを発表する「こどもエコフォーラム」など、企業等と連
携した取組を実施します。 

  コラム 
私たちの暮らしを⽀える⽣物多様性 

生物多様性とは、生き物たちの豊かな個性とつながりのことです。地球上の生き物は長い歴史の

中で、さまざまな環境に適応して進化し、多様な生き物が生まれました。これらの生命は全て直接

的に、間接的に支えあって生きています。私たち人間の日常生活は、森・川・海などの自然や生き

物がもたらす食材や木材、紙製品、衣類をはじめ、美しい景観やきれいな空気や水、森林による土

砂災害の防止など、豊かな生物多様性により生み出される自然の恵みに支えられています。 

※１ ６年度当初予算と 5 年度２⽉補正予算の合計額、※２ 5 年度当初予算と４年度２⽉補正予算の合計額 

◎は新規事業 
☆は拡充事業 
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■みどり 
「横浜みどり税」を財源の一部に活用し、４期目となる「横浜みどりアップ計画［2024-2028］」を推進しま

す。また、多様な主体と連携を進めながら、ガーデンシティ横浜を推進し、GREEN×EXPO 2027 の機運醸

成につなげます。 

４ 市民とともに次世代につなぐ森を育む取組 〔横浜みどりアップ計画〕 

(１) まとまりのある樹林地の保全・活用 

ア 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り ４８億４,６５９万円 （６９億３,４７５万円）[P４４、４７] 

市内に残る樹林地の多くは⺠有地であり、まとまりのある樹林地を保
全して次世代に引き継ぐためには、⼟地を所有する⽅が、できるだけ持
ち続けられるよう⽀援することが必要です。 

そこで、緑地保全制度の指定により⼟地所有者への税の減免等の優遇
措置を講じることで、樹林地を保全します。また、特別緑地保全地区等
の指定地で、所有者に不測の事態等が発⽣し、市への⼟地買⼊れ申し出
があった場合に、市が買取りに対応します。 

・新規指定⾯積 36 ha  ・買取り⾒込⾯積 20 ha 

イ 良好な森の育成                       10 億１,０３６万円 （８億１,２８８万円） [P４４、４７] 

愛護会や森づくりボランティア、企業等様々な主体と連携しながら、
森に期待される多様な機能が発揮できるよう、安全で良好な森づくりを
進めます。また、樹林地を所有する⽅が、できるだけ⻑く樹林地を持ち
続けられるよう、維持管理費⽤の⼀部を助成します。 

通常の維持管理助成に加え、台⾵による甚⼤な被害を受けた際にも費
⽤の⼀部を助成します。 

ウ 森に関わる多様な機会の創出                    ９，９５１万円 （9,０４６万円） [P４４、４７] 

市⺠が横浜の森について理解を深め、その魅⼒に直接触れる体験を通
じ、森づくり活動などへの参加にもつなげていくため、各区や市内⼤学
などと連携したイベントや講座の開催、⼩学校と連携し森を活⽤した体
験や学習ができる仕組みづくりや、森の情報発信等に取り組みます。 

保全した森を「市⺠の森」として開園し、⾃然に親しみ、憩える場と
して活⽤していきます。また、樹林地周辺の施設や環境等を踏まえた利
活⽤計画の検討や地域における多様な森の利活⽤を進めます。 

市⺠や事業者との協働により森を育む取組を進めるため、森づくり活
動のための知識や技術に関する研修のほか、市⺠が活動に気軽に参加で
きる機会をつくります。 

 

５ 市民が実感できる緑や花をつくる取組 〔横浜みどりアップ計画〕 

(１) 市民が実感できる緑や花の創出・育成           ５億９,８４６万円 （７億 1,20９万円）[P４６、５０] 

地域の良好な景観形成や賑わい創出につながる緑の創出・育成を推進
します。 

・区の主要な公共施設・公有地における緑の充実及び多くの市⺠の⽬
にふれる場所で、緑豊かな空間を創出 

・街路樹の良好な維持管理や地域で愛されている桜並⽊等の再⽣によ
る、街路樹による良好な景観づくりの推進 

・都⼼部など多くの⼈が訪れる公開性のある場所で、市⺠・事業者が
⾏う緑化を⽀援 

和泉町内林特別緑地保全地区（泉区） 

維持管理助成事業を実施した樹林地 
（戸塚区） 

森のネイチャーゲーム（緑区） 

中本牧コミュニティハウス 
敷地内こどもの遊び場 

森づくり体験会（青葉区） 
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(2) ガーデンシティ横浜の更なる推進 

ア 緑や花があふれる地域づくり              ２億４,１０１万円 （２億 3,９９５万円） [P４６、５０] 

緑の創出・育成に積極的に取り組む市⺠や企業を⽀援し、市⺠の⽣
活の⾝近な場所で、緑や花に親しむきっかけづくりを推進します。 

・地域が主体となり、地域にふさわしい緑を創出する取組として 
地域緑のまちづくりを実施 

・地域に根差した各区での取組を推進 
・⼈⽣の節⽬の記念に希望した市⺠に、苗⽊を配布 

イ 子どもを育む空間での緑の創出・育成             8,９００万円 （8,９５０万円） [P４６、５０] 

⼦どもたちが緑と親しみ、感性豊かに成⻑できるよう、保育園、幼
稚園、⼩中学校を対象に、園庭・校庭の芝⽣化に加え、花壇づくり、
屋上や壁⾯の緑化、ビオトープ整備など、施設ごとのニーズにあわせ
た多様な緑の創出・育成を進めます。また、芝⽣等の維持管理に対す
る⽀援を⾏います。 

ウ 緑や花による魅力・賑わいの創出・育成      ５億３,６４５万円 （６億 9,８５７万円） [P４６、５０] 

⼭下公園などの都⼼臨海部や、⾥⼭ガーデ
ンなど、多くの市⺠や観光客が訪れる場所で、
地域や施設の特性にあわせた季節感ある緑や
花による魅⼒的な場づくりを集中的に展開す
ることで、いつ訪れても緑花

り ょ く か

で彩られた賑わ
いのある街を創出します。 

 

６ 「横浜みどりアップ計画」広報 〔横浜みどりアップ計画〕 

(1) 「横浜みどりアップ計画」広報                   １,５１４万円 （３,０１２万円） [P５１] 

「横浜みどりアップ計画」の取組の内容や実績について、より多くの市⺠・事業者の皆様に理解
されるとともに、緑を楽しみ、緑に関わる活動に参加していただけるよう、広報媒体の特性を⽣か
し、効果的な情報発信を進めます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「横浜みどりアップ計画」は財源の一部に「横浜みどり税」を活用しているため、目的や使い道

について市民の皆様のご理解をいただくことが大変重要です。取組の効果を市民の皆様が実感でき

る、「伝わる広報」を進めていきます。 

■誰もが手に取って読みたくなるような広報 

イラストや写真等を活用しながら、取組内容や実績をわかりやすく市民の皆様にお伝えします。 

■緑を楽しむイベントや体験スポットの紹介 

 広報紙やホームページ、ＳＮＳなどを活用し、市民の皆様が気軽に散策できる市民の森や、親子

で野菜などの収穫体験ができる場所、緑や花にふれる情報などを積極的に発信していきます。 

■広報一例 

横浜みどりアップ計画の広報 

里山ガーデン 

ビオトープ整備（港北区） 

コラム 

山下公園（都心臨海部） 

地域緑のまちづくり（磯子区） 

【電車内デジタルサイネージ】 【イベントでの PR】 【公園の花壇での PR】 



8 
 

７ ガーデンネックレス横浜の取組 

(1) ガーデンネックレス横浜２０２４の開催       ２億１,６７２万円 （２億３,２５１万円） [P２８] 

花と緑あふれるガーデンシティ横浜を推進するリーディングプロジェ
クトの⼀環として、「ガーデンネックレス横浜 2024」を開催します。 

⼭下公園などのみなとエリアや郊外部の⾥⼭ガーデンを花と緑で彩る
ほか、鉄道事業者など企業と連携したプロモーションを展開します。ま
た、⼦どもから⼤⼈まで多様な世代を対象とし、「⾒て楽しむ」、「体
験して楽しむ」⽇本最⼤級の園芸イベントとして「横浜フラワー＆ガー
デンフェスティバル 2024」を開催します。花と緑による街の魅⼒形成や
賑わいを創出することで、横浜のブランド⼒向上とともに、⼦どもたち
を始めとする多様な世代の市⺠や様々な企業の花や緑に対する関⼼を⾼
め、GREEN×EXPO 2027 に向けた機運醸成につなげます。 

 

(2) ガーデンシティ横浜の更なる推進【一部再掲】 〔横浜みどりアップ計画〕 

ア 地域に根差した取組                           ４,７００万円 （４,６００万円） [P５０] 

緑や花に親しむ市⺠の盛り上がりを醸成していくため、地域をはじ
めとする多様な主体と連携した緑や花に関するイベントの開催、緑や
花を育む活動の⽀援など、地域に根差した各区での取組を推進します。  

また、地区センター等の地域に⾝近な公共施設・公有地において、
緑を充実させる取組を推進し、良好に育成します。 

 

イ 地域の花いっぱい推進                          １,８００万円 （１,８００万円） [P５０] 

市⺠参加による様々な花壇づくりの⼿法を⾝近な公園等での活動につなげるため、⼭下公園など
において花壇づくりイベントや講習会を⾏います。また、講習会で得られた経験を、各地域の公園
愛護会活動をとおして地域の⼦どもたち等にも展開することにより、緑や花による地域づくりを進
めます。 

ウ 緑や花による魅力・賑わいの創出・育成          １億９,１４０万円 （２億８,７５２万円） [P５０] 

都⼼臨海部や郊外部（⾥⼭ガーデン）など多くの市⺠や観光客が訪れる場所で、緑や花による魅
⼒的な場づくりを展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガーデンネックレス横浜 

オープンガーデン 

みどり環境局では、本市がホストシティとなる「GREEN×EXPO 2027」の成功に向け、関連する企

業や団体等の皆様の協力を得ながら取組を進めることで「GREEN×EXPO 2027」の機運を一層高め、

１都３県で初めて開催される国際博覧会の成功につなげます。 

 

＜取組例＞ 

・市内の公園愛護会の皆様にロゴ入りの活動支援物品を配布 

・ガーデンネックレス横浜や地産地消のイベントなどでの PR 

・関連する市内企業や団体等への様々な機会をとらえた PR 

・主要駅や会場周辺及び多くの市民が訪れる施設、公園緑地等 

  での緑や花の創出 

 

 

機運醸成の取組（里山ガーデン） 

GREEN×EXPO 2027 に向けた取組  
コラム 
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■公園 
市民に身近なレクリエーションや子育て、健康づくり等の場として、また、身近な公園から大規模な公園、及

び動物園等について、維持管理・運営・整備を進めます。さらに、公園の新たな魅力と賑わいの創出に向け、公

民連携をはじめ多様な利活用を推進するなど、「公園のまち ヨコハマ」としての取組を展開します。 

８ 公園の維持管理・運営、整備 

(１) ◎公園の維持管理・運営              ７４億３,２５０万円 （７０億 1,642 万円） [P3１] 

市内約 2,700 か所ある公園を安全かつ快適に利⽤できるよう、⼟⽊事
務所、公園緑地事務所等により、公園施設等の点検・補修、清掃、草刈、
樹⽊の剪定などを⾏います。 

新横浜公園など 92 公園では、指定管理者による効率的な管理運営を
⾏います。 

あわせて、地域の⽅々により組織された公園愛護会など、市⺠との協
働による維持管理を⾏うとともに、GREEN×EXPO 2027 に向けて⽀援
物品の配布、花壇づくりや健康づくり講習会など様々な⽀援を強化して
いきます。 

また、公園での受動喫煙対策を進めていきます。 
 

(２) 公園における公民連携の取組【再掲】               ６12 万円 （６１２万円） [P3１] 

公園の新たな魅⼒と賑わいの創出に向け、「公園における公⺠連携に関する基本⽅針」に基づき、⼤
規模な公園を中⼼としたパークマネジメントプランの策定、⼤通り公園等個別の公園での公募設置管
理制度（Park-PFI）の活⽤を含めた公⺠連携による公募型事業等を実施します。 

 
(３) 公園の整備   １０8 億８,９６４万円【一部再掲】〈１10 億 8,9６４万円〉※１（110 億８,２８３万円）※２  

                      [P３３、３４] 

ア 身近な公園の整備 

地域のニーズを反映した（仮称）中尾⼀丁⽬公園など⾝近な公園の新設整備を進めます。また、
公園を安全で快適に利⽤できるよう、公園の再整備や遊具の更新等の施設改良を実施します。 

イ スポーツのできる公園の整備 

本格的なスポーツ施設を２種類以上備えた公園の整備や施設改修、三ツ沢公園の再整備に向けた
検討等を⾏います。 

ウ 大規模な公園の整備 

横浜動物の森公園、富岡総合公園などで市⺠の多様なレクリエーションニーズに応える整備や再
整備等を進めます。また、本牧市⺠公園でインクルーシブな公園づくりの視点も踏まえた再整備に
向けた検討を進めます。 

エ 都心部公園の魅力アップ 

⼭⼿イタリア⼭庭園などの施設改良などにより都⼼部の公園の魅⼒向上を図ります。 

オ ☆特色ある公園整備等 

⼆ツ池公園や⼩菅ケ⾕北公園で拡張部の整備を進めます。また、 
帷⼦川緑道や新⽥緑道等の整備・再整備に向けた検討を進めます。 
 
 
 
 

※１ ６年度当初予算と 5 年度 1２⽉補正予算の合計額、※２ 5 年度当初予算と４年度２⽉補正予算の合計額 

花壇づくり講習会 

再整備中の公園事例 
（新田緑道） 
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(４) 土地利用転換に対応した大規模な公園の整備・事業推進 １７億１,３５０万円〈２０億１,３５０万円〉※ 

 （１４億３,９００万円）[P３４] 

⼀部公開した舞岡⼋幡⼭しぜん公園は、良好な樹林地等を保全しつつ、多様なレクリエーションに
も対応できる公園として整備を進めます。第⼀期エリアが開園した⼩柴⾃然公園は、引き続き、第⼆
期エリア及び第三期エリアの整備を進めます。（仮称）深⾕通信所跡地公園は、整備に向けた環境影響
評価などの⼿続きを進めます。 

(５) 公園や樹林地内のがけ地の安全対策の推進     １億８,６００万円 （１億６,０００万円） [P３4] 

横浜市では、崖崩れが発⽣した場合に⼈家に著しい被害を及ぼす可能
性があるがけ地を選定し、⼟砂災害警戒情報の発表とともに避難指⽰を
発令する区域を即時避難指⽰対象区域として指定しています。この区域
に含まれる、公園や樹林地（横浜市所有）のがけ地などで、利⽤者や周
辺の市⺠の安全・安⼼の確保を図るため、防災対策を着実に推進します。
令和６年度も引き続き、即時避難指⽰対象区域に含まれるがけ地などで、
⼟質等の調査や設計、⼯事を実施し、安全対策を進めます。 

９ 動物園等の管理運営 

(1) 動物園の運営                      ２３億８,３２０万円 （２３億８,５００万円） [P32] 

よこはま動物園ズーラシア・野⽑⼭動物園・⾦沢動物園のそれぞれの
特徴を⽣かした管理運営を⾏い、市⺠に、動物を体感することを通じた
楽しさ、憩い、学びの場を提供するとともに、野⽣動物の種の保存や調
査研究に取り組むことにより国際的役割も果たしていきます。 

また、都市のにぎわいや、魅⼒・都市ブランド⼒の向上に向けた動物
園の充実を進めるともに、国内外で調整が必要な動物収集等を、横浜市
へのふるさと納税などを基⾦に積み⽴てながら進めます。 

 

(2) ◎野毛山動物園の魅力づくり              ２億５,０００万円 （３億３,５００万円） [P３４] 

市⺠の皆様に愛されてきた野⽑⼭動物園について、バリアフリーへの
対応、⽼朽化対策、動物の飼育環境の改善など、更なる魅⼒向上に向け
て取り組みます。 

令和６年度には、リニューアルに向けた設計・調査を進めるとともに、
動物とのふれあいコーナーの屋根や休憩施設等の整備を⾏います。 

 

(３) 繁殖センターの管理運営                     ６,３２０万円 （5,８３５万円） [P3２] 

繁殖センターにおいて、横浜市内における希少動物をはじめ、ニホンライチョウやカンムリシロム
クなど国内外で絶滅の危機に瀕している動物の保全・繁殖に取り組みます。 

 

(４) 動物園・繁殖センターの国際的な取組【一部再掲】     2,0２３万円 （２,０５２万円） [P3２] 

世界的に絶滅の危機に瀕する動物の保全に貢献するため、世界の動物
園等と連携を深めながら、遺伝的な多様性の確保を⽬的とした動物を導
⼊するとともに、保全に関わる繁殖や研究等に取り組みます。また、ニ
ューカレドニア南部州政府やインドネシア共和国政府との野⽣動物の保
全に関する技術交流を⾏うとともに、動物交換に関する調整を進めます。 

 
 

がけ地の防災対策 

よこはま動物園で誕生した
フランソワルトン 

新たに整備する屋内休憩所（イメージ） 

※６年度当初予算と 5 年度 1２⽉補正予算の合計額 

ニューカレドニアから 
導入したカグー 
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横浜には、地域の身近な公園から、市外からも多くの方が訪れる大規模な公園まで、たくさんの魅

力的な公園があります。公園は、子どもたちが元気に遊ぶ場であり、「地域の庭」として、幅広い世

代の方々が集い、交流する憩いの場であり、賑わいを創出する場ともなっています。子育て世帯アン

ケートや市民意識調査でも公園は高く評価されており、横浜の大きな魅力の一つとなっています。 

今後も、安全で安心して快適に公園を利用できるよう維持管理や施設更新、公園愛護会など市民の

皆様との協働を着実に行うとともに、子どもの遊びと子育て環境の充実、公民連携などによる新たな

魅力づくり、公園の多様な利活用による地域の活性化など、公園をより一層使いこなす取組を強化し、

まちづくりと連動させることで「公園のまち ヨコハマ」としてのブランド力を高めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 誰もが一緒に楽しめるインクルーシブな公園づくりの推進 

横浜市は、誰もが安心して住むことのできるまちを目指しています。令

和５年９月には、小柴自然公園に障害の有無に関わらず、すべての子ども

たちが一緒に遊べることを目指した市内初のインクルーシブ遊具広場の供

用を開始しました。今後も大規模な公園等でのインクルーシブな遊び場の

検討をはじめ、誰もが一緒に楽しめるインクルーシブな公園づくりを進め

ます。 

■ こどもログハウスのリノベーション 

子ども達が身近な場所で、木のぬくもりを感じ自由に遊ぶことのできる

屋内施設として各区に整備され、多くの子どもたちで賑わっています。夏

の暑さ対策のため長寿命化工事と併せて空調などの整備を進め、子どもの

居場所としての更なる魅力向上を図ります。 

■ 大通り公園の公民連携による賑わい創出 

令和４年 11 月に策定した大通り公園１区～３区（JR 関内駅側から数えた３区画）のパークマネジ

メントプランに基づき、Park-PFI 手法を想定したリニューアル事業を進めます。 

■ 公園の受動喫煙対策 

「子育てしたいまち 次世代を共に育むまち ヨコハマ」を目指し、子どもたちが安全に安心して遊

べる環境を確保するため、横浜市公園条例の中に、公園における禁止行為として、「喫煙」を追加す

ることについて、公園における受動喫煙対策の方向性として取りまとめました。 

今後、広く市民の皆さまからもご意見をいただきながら進めていきます。 

■ 公園施設における財源創出 

 新たな財源創出の取組として、民間企業等との協働により、日産スタジアムの外壁広告など公園や

公園施設を活用した広告掲出事業を実施します。公園のリソースを活用して新たなニーズを掘り起こ

し、将来を見据えた財源創出の取組を実施していきます。 

地域の庭 
（美しが丘第六公園（青葉区）） 

お住いの地域で魅力だと思うこと１位（10 項目中） 
（令和４年度子育て世帯アンケート） 

こどもログハウス（神奈川区） 

「公園のまち ヨコハマ」に向けた様々な魅⼒づくり 

コラム 

小柴自然公園（金沢区） 
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各区の土木事務所では、横浜市の全 2,724 か所※の公園のうち、地域に身近な 2,636 か所※を管理し

ており、日常的な維持管理・修繕、公園愛護会等の支援のほか、地域に根差した特色ある公園づくり

を担っています。地域の憩いの場であり、こどもたちの遊び場でもある身近な公園を市民が安全で安

心して快適に利用できるよう区局一体となって管理等に取り組みます。 

■タブレット端末活用による現場業務のオンライン・ペーパーレス化 

土木事務所の職員が現場にタブレット端末を携行することにより公園の「施設点検」業務の効率化

を進めます。必要な資料は、タブレット端末で閲覧可能とし、「迅速な情報収集」、「適切な判断」、

「タイムリーな対策」ができるよう日頃から備えます。 

■公園の日常的な維持管理 

土木事務所では、職員や委託により、定期的な草刈りや樹木の剪定の他、

年４回遊具等の公園施設の点検を行っています。 

公園の施設の不具合を発見した場合、使用を中止して、修理するなどの緊

急対応を行うほか、施設の劣化状況も点検し、傷みの目立つ施設を交換する

など、計画的に修繕をしています。 

■公園再整備、施設改良 

老朽化した施設や遊具等がある場合は、事故を未然に防ぎ、安全安心な公

園利用のため、地域と調整しながら施設の更新や異なる施設への入れ替えを

行います。 

また、長い年月が経ち、公園が使いにくくなっているような場合には、長

寿命化の観点から公園全体の再整備工事を行い、施設、設備の入れ替えや、

利用状況にあわせた機能の見直しを行い、ライフサイクルコストの縮減に取

り組みます。 

■地域に根差した特色ある公園づくり 

公園での健康づくりとして健康づくり講習会や健康器具の設置などを行

い、区や地域の特性にあわせて特色のある公園づくりを実現しています。 

■公園愛護会の活動支援 

横浜市の公園のおよそ９割、2,452 か所※の公園で公園愛護会が活動しており、公園愛護会は公園の

日常的な清掃等の手入れをしているほか、花壇づくりや地域のイベントなど公園の魅力を高める活動

を行っている所もあります。 

土木事務所には公園愛護会の相談窓口となる職員（コーディネーター）が配置され、適宜支援を行

っています。また、公園愛護会への貸出物品について新たに電動草刈機の導入を進めるとともに、市

へ提出する活動報告書等の書類について、スマートフォン等で簡単に作成・提出できるしくみづくり

を進め、先行して中区、栄区の２区で展開します。さらに、公園愛護会への活動支援物品の充実など

の様々な支援強化を通じて、公園愛護会活動の活性化を図るとともに、GREEN×EXPO 2027 の機運醸成

にもつなげていきます。 

■街路樹の育成・維持管理 

駅周辺や各区の主要な路線を中心に、多くの市民の目にふれ、街並みの美

観向上に寄与する街路樹を良好に育成します。また、地域で愛されている桜

並木等の再生を行い、街路樹による良好な景観づくりを進めます。 

 

⼟⽊事務所と連携した⾝近な環境の保全・創造 

公園の再整備の事例 

樹木の刈り込み作業 

コラム 

※令和５年３月 31 日時点 

街並みの美観向上に寄与する街路樹 

公園での健康づくり講習会 

※令和６年３月 31 日時点 
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■農業 
新鮮な農畜産物の提供や良好な景観、農業体験、学習の場など市民生活に豊かな恵みをもたらす本市の都

市農業を未来へつなげていくため、経営改善に向けた生産環境の整備や、農業の担い手への支援、地産地消の

推進などの市民と農の関わりを深める取組のほか、スマート農業技術の普及に向けた取組等を進めます。 

10 持続できる都市農業の推進 

（１） 農業経営の安定化・効率化に向けた農業振興 

ア 基盤整備・生産振興                       １億１,０４３万円 （１億９６０万円） [P２９、３０] 

農業⽣産の基盤となる農地、かんがい排⽔施設、農道などの⽣産基
盤・施設の整備、改修などの⽀援を⾏います。 

また、スマート農業技術の導⼊や普及に向けた⽀援、豚熱ワクチン
補助等家畜防疫対策の実施など、農業者の多様なニーズに対応した市
内産農畜産物の⽣産振興を進め、農業経営の安定化・効率化を推進し
ます。 

 

イ スマート農業技術の普及促進（下水道資源を活用したスマート農業実証事業） ４１０万円 （４６０万円） 

[P３０] 

北部下⽔道センター内の農業⽤ハウスを活⽤し、スマート農業機器による農産物の⽣育管理を⾏
う栽培実証やスマート農業技術の普及に向けた PR を進めます。 

 

(2) ☆横浜の農業を支える多様な担い手に対する支援        ９,８０８万円  （１億１,３３３万円） 

[P２９、３０] 

意欲的に農業に取り組む認定農業者や⼥性農業者などの担い⼿の育成
や、経営改善に向けた⽀援を⾏います。新規就農者に対しては、就農５
年⽬までの期間に必要とする機械・施設等にかかる費⽤や、農地の確保
を⽀援します。また、多様な担い⼿の確保の⼀環として農福連携に取り
組み、農家や福祉事業所等への啓発活動等の⽀援を実施します。さらに、
農業⾦融制度等による農業経営の安定化についても取り組みます。 

 

(3) 農地の保全と利用促進                  ２,３０８万円 （２,１５４万円） [P２９] 

市街化調整区域内の農地の貸し借りを進め、農地の利⽤を促進します。また、農地法や農業振興地
域の整備に関する法律などの法制度を適切に運⽤し、農地の保全を図ります。 

市街化区域の⽣産緑地については、買取申出時期が 10 年間延期される特定⽣産緑地制度や農地の貸
借をしやすくする制度の活⽤等により、保全を推進します。 

 
(4) ◎地域の特性に応じた農業振興策の推進            １,145 万円 （103 万円） [P２９] 

農的資源等を⽣かした農のあるまちづくりに向け、企業参⼊等により活性化を図る地区などを設定
し、各地域の特徴を⽣かした農業振興策の策定に取り組みます。 

 
(5) 旧上瀬谷通信施設の跡地利用の推進    ２,１００万円〈8,３００万円〉※ （8,９２４万円） [P２９] 

旧上瀬⾕通信施設地区の農業振興について、⼟地区画整理事業の実施とあわせて将来の農業⽣産基
盤の整備内容や農業振興策の検討を進めるとともに、将来も営農を継続される担い⼿に対して、安定
した農産物の⽣産及び⾼収益化を図るための試験栽培の⽀援を実施します。 

また、全体の⼟地利⽤検討にあわせ、引き続き、企業や⼤学等とも連携した、農業の⾼収益化や効
率化などによる新たな都市農業モデルづくりを⽬指した取組を進めます。 

 

支援を活用して導入した農業用機械 

基盤整備済の農業専用地区 

※６年度当初予算と 5 年度２⽉補正予算の合計額 
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※横浜農場：横浜らしい農業全体を１つの農場に⾒⽴てた⾔葉 

11 市民が身近に農を感じる場をつくる取組 〔横浜みどりアップ計画〕 

(1) 農に親しむ取組の推進 

ア ☆良好な農景観の保全                 ２億２,７５６万円 （２億 5,７４１万円） [P４５、４８] 

市内に残る貴重な⽔⽥景観の保全を図るため、⼟地所有者への⽔⽥保全奨励や⽔⽥の維持・拡⼤
を⽬指す耕作者への維持管理⽀援を⾏うとともに、意欲ある農家・団体などによる農地を維持する
取組を⽀援します。また、下⽔道事業と連携し、農地が持つ保⽔・浸透機能の向上を図るグリーン
インフラの取組を進めます。 

イ ☆農とふれあう場づくり                 ７億７,９４５万円 （４億 4,６７２万円） [P４５、４８]  

野菜や果物の収穫体験ができる農園や区画貸しの農園など、様々な
市⺠ニーズにあわせた農園付公園などの農園開設・整備を⼀層進める
とともに、恵みの⾥等での農体験教室の開催や、学校での農に関する
出前講座等の取組を⽀援することにより農とふれあう機会を市⺠に提
供します。また、都⼼部において、公園内での農園整備を推進します。 

 
(2) 「横浜農場」の展開による地産地消の推進 

ア 身近に農を感じる地産地消の推進                  ４,７６０万円 （６,０７９万円） [P４９] 

「横浜農場※」の展開による地産地消を推進するため、市内産農畜産物などを 
販売する直売所等の整備・運営⽀援や、市内で⽣産される苗⽊や花苗の配布な 
どの取組を進めます。また、「横浜農場」を活⽤したプロモーションを積極的 
に⾏い、地産地消に関わる情報の発信など、PR 活動を⾏います。 

 

イ 市民や企業と連携した地産地消の展開            1,０２７万円 （1,４６９万円） [P４９] 

⾷と農をつなぐ地産地消に関わる⼈材の育成、活動の⽀援、ネットワークの強化を図るとともに、
農と市⺠・企業等が連携した「横浜農場」の展開を進めます。 

 
 

 

  「横浜都市農業推進プラン 2024-2028」は「活力ある都市農業を未来へ」 

を基本理念として、おおむね 10 年後の横浜の都市農業を展望し、令和６年 

度からの具体的取組を定めたものです。社会情勢や横浜の農業を取り巻く 

環境の変化、農業の抱える課題、多様な市民ニーズ等に対応するため、「持 

続できる都市農業を推進する」取組と「市民が身近に農を感じる場をつく 

る」取組を進めています。 

「持続できる都市農業を推進する」取組では、農業経営を支援するために 

市内産農畜産物の生産振興や農業生産基盤整備の支援、担い手の減少に対応するために多様な担い

手の確保や支援、地域の特性に応じた農業振興などの取組を展開します。 

「市民が身近に農を感じる場をつくる」取組では、良好な景観形成など農地が持つ環境面での機能

や役割に着目した取組､地産地消や農体験の場の創出などの取組を展開します。 

横浜都市農業推進プラン 2024-2028 

横浜農場ロゴマーク 

収穫体験農園 

新規就農者も含めた多様な 

担い手による横浜の農業の展開 

コラム 

コラム 
再⽣リンを活⽤した肥料化の取組 

食糧安全保障の強化や循環型社会の形成に向けて、再生リンを活用した肥

料化の取組を進めています。横浜市・JA横浜・JA全農かながわの３者で肥料

利用促進に向けた連携協定を締結し、令和６年度からは再生リンを配合した

肥料の試作品の製造や、市内公園の花壇やJA横浜のほ場等への試験施肥、事

業PRなど、肥料の本格利用に向けて取り組みます。 連携における各者の代表的な役割 
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■環境保全 
良好な環境の保全に向けて、環境状況の把握、事業所への規制・指導、試験検査などを実施します。また、環

境影響評価制度の適切な運用により大規模な事業を実施する事業者自らの取組を促すとともに、環境行政の

基盤となる科学的な調査研究や環境情報の共有・啓発を行うなど、環境政策を総合的に推進します。 

12 大規模事業における環境負荷の低減 

(１) 環境影響評価（環境アセスメント）制度の運用  ６８１万円 （７２２万円） [P２５] 

環境に及ぼす影響について事業者⾃らが事前に調査・予測・評価を⾏い、その結果を公表して市⺠
意⾒を聴くなどの⼿続きを通し、環境に配慮した事業とする環境アセスメント制度を運⽤します。 

13 良好な大気・音・水・土壌環境の確保 

(1) 環境状況の把握と情報発信・共有          ２億６,５８３万円 （２億 6,062 万円） [P２７] 

市域の⼤気環境の状況について市内 27 測定局で常時監視するほか、
空間放射線量、道路交通・新幹線騒⾳、河川・海域の⽔質などを測定し
ます。常時監視に⽤いているテレメータシステムについては、デジタル
化を進めます。これらの測定データのほか、光化学スモッグ注意報や
PM2.5 ⾼濃度予報の環境情報を横浜市ウェブサイト等で公表します。 

(2) 大気汚染、騒音、水質汚濁、土壌汚染等の事業所への規制・指導  ９,３０２万円 （８,９２０万円） 

[P２７] 

環境法令や横浜市⽣活環境の保全等に関する条例に基づく届出審査、
事業所への⽴⼊調査や排ガス・排⽔等の採取・分析を⾏い、データに基
づく細やかな指導などを⾏います。また、事業者と環境情報の共有や環
境保全協定の運⽤など、積極的な対話を通して環境保全対策に連携して
取り組むとともに、届出・窓⼝相談におけるデジタル化を進めます。 

 
 

（３）試験検査・環境危機管理対策事業                    1,01３万円 （99５万円）[P２６] 

⼯場排⽔や⼤気環境中の有害化学物質、アスベスト等の試験
検査、放射能測定、地盤沈下の観測及び緊急的な⽔質事故や異
臭等の分析を⾏います。また、地盤沈下の常時監視、地下⽔位
の定点観測、地盤情報をとりまとめ、横浜市 WEB「地盤
View」で情報提供を⾏います。 

 
  

常時監視の様子 

試験検査の様子 

コラム 
⼤気・⽔環境の常時監視 

生活環境に関する環境基準への適否等の現状把握や環境保全に関する施策の効果を確認するた

め、大気環境や水環境の監視を継続的に行っています。大気環境や水環境は、長期的に見て改善傾

向にあり、良好な状態が継続しています。 

大気環境については、二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊粒子状物質、二酸

化窒素、微小粒子状物質は、全測定局で環境基準を達成しています。 

水環境については、生活環境項目の代表的指標である BOD（河川）の環

境基準達成率は、90%以上達成しています。 

引き続き、事業者・市民の皆様と共に環境保全の取組を進め、自然豊か

な都市環境の充実を図ります。 一般環境大気測定局 

事業所立入調査による 
騒音測定の様子 
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14 身近な生活環境の保全 

(１) 騒音・悪臭等の相談対応                    ６０６万円 （6３６万円） [P２７] 

市⺠から寄せられる⼤気汚染・悪臭・騒⾳・振動・⽔質汚濁等の公害に関する相談等に迅速かつ適
切に対応するため、必要な調査や測定等を⾏い、その結果に応じて発⽣源に対して指導を⾏います。 

 
(２) 身近な生活環境の保全に向けたプロモーション等の推進    ３３７万円 （４４７万円） [P２７] 

環境負荷の低減や環境汚染の未然防⽌に向け、⾝近な⽣活環境の保全
や化学物質に関する情報を市⺠・事業者と共有するなど、環境保全プロ
モーションを推進します。また、解体等⼯事に伴うアスベスト⾶散防⽌
に関する啓発を⾏うとともに、中⼩企業が⼟壌汚染対策を円滑に進める
よう⽀援します。 

さらに、九都県市などで連携し、東京湾の⽔質改善や光化学スモッグ
対策などに取り組みます。 

 
(３) 豊かな海づくり事業                     １８９万円 （１７３万円） [P２６] 

多様な⽣き物が⽣育し、市⺠に⾝近な豊かな海を⽬指して、⼭下公園
前海域でモニタリング調査を⾏うとともに、関係局や⺠間企業と連携し、
海の環境改善につながる取組を進めます。また、ワールドトライアスロ
ン・パラトライアスロンシリーズ横浜⼤会等と連携したイベントを通し
て普及啓発を⾏います。 

 
 

(４) 都市の暑さ対策調査研究事業                     ８９万円 （９４万円） [P２6] 

地球温暖化やヒートアイランド現象などにより市内の平均
気温は上昇傾向にあるなか、暑さの状況把握のため、市内 34
地点での気温観測を⾏うほか、暑熱への適応に向けて暑さ対
策技術の導⼊による暑熱緩和効果の検証などを⾏います。 
 調査結果は、市⺠や事業者などへ情報発信します。 

 

 

                         

環境科学研究所では、平成 17 年から市内の小学校の百葉箱に温度計を設置して夏季の気温観測を

毎年実施しており、令和５年は 34 地点で観測しました。 

近年、夏季の暑さが厳しさを増しており、特に令和５年

７～８月は、市内全域的に猛烈な暑さであったことが調査

結果から分かりました。平均気温が過去10年間の同月平均

と比べて、全ての地点で 1.6℃～2.1℃上回る結果となり、

最大 26 日間の猛暑日が観測された地点もありました（右

図）。 

また、樹木による緑陰や雨水貯留浸透基盤材などのグリ

ーンインフラを導入した際の暑熱緩和効果について検証を

しているほか、調査結果についてホームページ等で情報発

信しています。 

環境リスくん・リス子ちゃん 

Y-Labo ウェブサイトでの情報発信 

モニタリング調査の様子 

観測史上⼀番暑かった令和５年の夏︕ 
〜環境科学研究所の市内気温観測結果より〜 

コラム 

グリーンインフラを導入した公園での暑熱緩和効果検証 
可視画像（左）、熱画像（右） 

令和５年と過去 10 年間の平均猛暑日日数の分布図 




